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冠水対策のため、公団北側に

雨水貯留管を整備しました 
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桜町地区 

■ 桜町地区のまちづくりの報告会を開催しました ■ 

昨年 12 月 14 日（水）に「桜町地区のまちづくりの報告会」

を実施しました。当日は、これまでの桜町地区のまちづくりの

経緯や現在のまちづくりの取り組み内容、昨年２月から３月

にかけて実施した「桜町地区のまちづくりに関するアンケー

ト調査」の集計結果などの展示パネルをご覧頂きました。当日

の展示パネルの内容を一部ご紹介します。 

戦後、水田や畑が多く見られた桜町地区が、その後公団住宅が建設され、周辺

に戸建住宅地が形成されていきました。 

道路や公園整備、冠水対策など様々なまちづくりの取り組みを行っています。

《1940 年代後半》 《1970 年代後半～1980 年代前半》 

公団住宅の建替え

に伴い、幅員 8ｍ

の外周道路を整備

しました 

公団北西側の 

だんだん公園を 

整備しました 

～来年度も報告会などの開催を考えていますので、ぜひお越しください。～ 



 

 

 

●熊本地震（平成 28 年 4 月発生） 

【問い合わせ先】 

川口市 都市整備部 都市整備管理課 まちづくり推進係（鳩ヶ谷庁舎２階） 

ＴＥＬ： 048-280-1220 （直通）  ＦＡＸ：048-285-2002 

２

新潟県糸魚川市大町 1 丁目の中華料理店から出

火した火災は、極度の風速により周辺の建物に次々

と延焼し、翌日夕方の鎮火までの 30 時間に、建物

の被害は約 150 棟、焼失面積は約 4 万㎡に及び

ました。 

戸建住宅地では、古い防火造や木造の

建物が多く、建物の倒壊や火災の延焼

の危険性が高い状況です。 

４ｍ未満の道路や行き止まり道路が

多く、消防活動困難区域や避難上の課

題も抱えています。 

建物構造の分布

最大震度７の地震が２度にわたり発生し、人的被

害は震源地の熊本県で大きく、死者 161 人に及ぶ

被害が生じました。建物被害では、右の写真のよう

に耐震性の低い古い建物が多く倒壊しました。 

●糸魚川火災（平成 28 年 12 月発生） 

地震や火災に備え、建物の耐震化や不燃化に取り組むことが大事です！ 

～各地で、地震による家屋の倒壊や火災の延焼被害が起きています～ 

～地区の現況と課題を紹介します～ 
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道路幅員・消防活動困難区域 


